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1. はじめに 

 近年交通系 ICカードの普及が進んでおり，我が国

の公共交通でも様々な ICカード乗車券が導入され，

地方中枢都市圏においても導入が進展している．こ

れらの交通系 ICカードデータは，自動的に乗客の移

動が記録されており，簡易かつ膨大なデータが入手

できる．カードには，固有のカード ID が付与され

ており，個人の時系列的な行動を追跡できる．この

ようなデータを活用し，都市内交通行動における規

則性，周期性などを理解することによって，よりよ

い交通サービスの提供や効果的なマーケティングに

つながることが期待される．本研究では交通系 IC

カードデータを活用し，繰り返し行動データの活用

方法について検討を加える． 

2. 交通系ICカードデータを活用した分析の可能性 

 嶋本ら 1)は海外文献を中心に ICカードを用いた研

究を整理し，ICカードデータを用いることで実行可

能な分析を整理している．ICカードデータを集計す

ることで詳細なODなどを得ることができるが，そ

れに加え，多時点データを用いることで，路線間の

代替性や，乗客需要の変動を理解することができる．

これらのデータは路線再編やサービス頻度の検討す

るために重要なものとなる．また，バスの定時性や

団子運転の発生状況など，運用レベルで活用できる

ことも多い．本研究では，既存の交通調査で分析が

困難であった個人単位の経時的かつ非集計な観測が

可能であることに着目し，それらに関する分析結果

を報告する． 

3. 交通系ICカードデータ 

3.1. データの概要 

 本研究では，2011年 9月 1日から 10月 31日まで

の地方都市圏のあるバス事業者の IC カードデータ

を用いる．距離制の運賃を導入していることもあり，

データには，カード ID，乗車場所・日時，降車場所・

日時，定期券種類，経路，車号，乗換及び敬老など

の情報が記録されている．なお，カード ID番号は，

個人が特定化されないように付け替えられている．

カード数は 78,926，2,005,420のデータ数である． 

IC カードデータは，あるバスへの乗降を示してい

るに過ぎず，場合によっては乗り継いで目的地まで

移動していることが想定される．そのため，まずは

一つ一つの利用記録から乗客の移動を生成する 2)．こ

こでは，各利用の示す１回のバスの乗降をレグ（Leg）

と称し，また一定の乗り継ぎ条件を満足する場合に

は，一連の移動の中で複数のバスを乗り継いだと判

定することとした．そして，その結果得られたレグ

の連なりをジャーニー（journey）と定義する． 

3.2. 乗り継ぎ所要時間・移動距離の設定 

本研究では，30 分以内かつ乗降バス停間の距離が

500m以下の場合の乗降を乗り継ぎと定義した．また，

乗り継ぎの条件を満たしていても，あるレグの乗車

バス停と次のレグの降車バス停が同じ場合，短時間

で用務をこなしたと見なせると考え，乗り継ぎと認

めないこととした．以上のような処理を施した上で

得られたジャーニーデータをもとに分析を進める． 

3.3. クラスター分析による乗客分類 2) 

 利用者の行動は，利用者の職業，年齢，居住地な

どの個人属性によって異なると考えられる．しかし，

IC カードデータでは，これらの項目が観測されてい

るとは限らない．したがって，利用履歴をもとから，

利用者の属性を考慮する必要がある．先行研究 2)では，

利用履歴をもとに，クラスター分析により利用者を

表-1 に示すように 4 つのグループ（定期券保有者，

高齢者，乗換，その他）に分類している．図-1 に，

利用者グループと乗客数，レグ数，ジャーニー数の

関係を示す．乗客数ベースでは定期券保有者の利用



者グループが占める割合は約 14%だが，39%のレグ数

を占めている．一方，その他のグループの割合は乗

客数ベースでもレグ数ベースでも非常に大きい．全

体の 80%程度のトリップを定期券保有者，およびそ

の他の利用者グループが占めている． 

4. ICカードデータを用いた時系列行動分析 

4.1 繰り返し行動から見た路線選択の多様性 

 繰り返し行動を観測することで，一般的には観測

しづらい利用者の選択肢集合を把握することが可能

である．ここでは，乗車停を駅前のバス停とし，降

車停をバス通学が多い学校前で下車する朝の時間帯

の高頻度利用者を抽出し，利用者の路線選択をみてみ

る（表-2）．この区間を結ぶ路線は 5路線あるが，朝の

時間帯には 1 路線のみを利用している利用者は 34％

の割合であり，一人あたりの平均利用路線数は 1.99

であった．一方で，夕方の時間帯には 1 路線のみの

利用者が 1%のみであり，ほとんどが複数利用，なお

かつ利用路線数は平均で 3.99 であった．この理由と

しては，駅行きの場合には同一バス停から全路線が

出発するのに対し，駅では異なる乗り場を利用する

ためといえる．このように，ターミナルでの路線の

配置によって利用者の路線選択が異なることから，

これらのデータを活用することでバスターミナルの

デザインにつなげることが可能と考えられる． 

4.2 来訪回数と滞在時間の分析 

 当然ながら，繰り返し行動から公共交通を利用し

た来訪頻度を分析することも可能である．ここでは，

中心市街地の商店街と郊外のショッピングモールの

最寄りのバス停を対象とし，降車記録が 10時から 16

時に記録されている利用者を抽出した後に，乗客分

類とその日の次の乗車時刻から求められる滞在時間

の考察を進めた．図-2 は，来訪者の利用グループご

との割合である．これより，商店街では年配の方が

49％を占めていることが特徴的である．また，図-3

より，郊外型ショッピングモールの方が滞在時間が

長い傾向にある．各来訪場所によって活動内容が異

なるためと考えられる．このように，個人の時系列

データから滞在時間を介して活動内容の想定も可能

であり，都市のマーケティングに活用することが期

待できる． 

5. おわりに 

本稿では，交通系 IC カードデータを用い，複数日

の行動が観測可能な特性を活かしたデータ解析結果

を示した．今後地域別の利用特性などより深い検討を

進めていく予定である． 
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表-1 乗客のグループ化 

グループ 特徴 

定期券保有者 定期券を持ち，利用日はほとんど平日 

高齢者 敬老カード保有者 

乗換 乗換が記録されているジャーニーが多い 

その他 定期券を使わないその他もの 

 

図-1 利用者グループとデータ数の関係 

表-2 抽出サンプル 

朝 8:30以前に乗降している高頻度利用者 

（利用日：10日以上）（人） 
194 

 
朝（駅発） 夕方（駅行） 

1路線のみ利用（人） 66（34%） 2（1%） 

平均利用路線数（線／人） 1.99 3.99 

 

図-2 来訪者の利用者グループの割合 

 

図-3 来訪者の滞在時間 
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